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。

そ
の
こ
ろ
、日
本
の
中
世
史
を
大
き
く
突
き
動
か
し
た
の
は

新
田
一
族
だ
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

そ
の
足
跡
を
今
に
伝
え
る
新
田
荘
遺
跡
が
国
指
定
史
跡
と
な
っ
て
、

彼
ら
の
夢
が
、い
ま
、私
た
ち
の
前
に
蘇
っ
て
き
た
。

新
田
一
族
ゆ
か
り
の
地
を
探
訪
す
る
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新
田
荘
に
た
た
ず
む
と

太
平
記
の
風
に
つ
つ
ま
れ
た

新
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荘
紀
行
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荘
園
で
は
全
国
二
例
目
、

新
田
荘
遺
跡
が
国
指
定
史
跡
と
な
り
ま
し
た
。

日
本
の
中
世
史
を
代
表
す
る
新
田
氏
の
荘
園
「
新
田
荘
」

ゆ
か
り
の
寺
社
や
館
跡
が
多
数
存
在
す
る
こ
と
で
有
名
な
、

太
田
市
・
尾
島
町
・
新
田
町
・
藪
　
本
町
を
中
心
と
す
る

群
馬
県
東
毛
地
域
。
こ
の
エ
リ
ア
に
点
在
す
る
十
一
ヶ
所

の
遺
跡
が
「
新
田
荘
遺
跡
」と
し
て
国
指
定
史
跡
と
な
り
ま

し
た
。
荘
園
遺
跡
と
し
て
は
大
阪
府
泉
佐
野
市
日
根
荘
遺

跡
に
次
い
で
全
国
で
二
例
目
、
さ
ら
に
複
数
の
自
治
体
に

ま
た
が
る
複
合
遺
跡
の
国
指
定
史
跡
は
全
国
で
も
初
と
い

う
こ
と
で
、
日
本
史
的
に
み
て
も
そ
の
重
要
性
が
伺
い
知

れ
ま
す
。

東
西
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、南
北
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
広
範

囲
に
点
在
し
、
総
面
積
一・二
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
ぶ
「
新
田

荘
遺
跡
」。
円
福
寺
境
内
、
十
二
所
神
社
境
内（
以
上
太
田

市
）、
総
持
寺
境
内
、
長
楽
寺
境
内
、
東
照
宮
境
内
、
明
王

院
境
内（
以
上
尾
島
町
）、
生
品
神
社
境
内
、
反
町
館
跡
、

江
田
館
跡
、
重
殿
水
源
、
矢
太
神
水
源（
以
上
新
田
町
）の

十
一
ヶ
所
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
遺
跡
の

持
つ
表
情
は
、
寺
社
境
内
、
館
跡
、
湧
水
地
な
ど
多
彩
。

新
田
氏
の
数
々
の
足
跡
か
ら
漂
っ
て
く
る
中
世
の
香
り
に

浸
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

塚 



一
一
○
六

新
田
義
重
の
祖
父
源
義
家
死
す
。

一
一
○
八

浅
間
山
噴
火
、田
畑
壊
滅
的
な
被
害
受
け
る
。

一
一
五
○

源
義
国
が
京
都
で
左
大
臣
藤
原
実
能
と
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
し
た

た
め
勅
勘
に
よ
り「
足
利
の
別
業
」に
引
退
さ
せ
ら
れ
た
。
義
重

は
京
都
と
現
地
を
往
復
し
な
が
ら
下
級
官
僚
の
仕
事
と
新
田
地

方
の
開
発
に
従
事
し
て
い
た
ら
し
い
。

一
一
五
四

鳥
羽
法
皇
の
御
願
寺
「
金
剛
心
院
」建
立
の
頃
に
は
、

義
重
を
開
発
地
主
と
す
る
「
新
田
荘
」が
成
立
し
た
ら

し
い
。
地
域
は
新
田
郡
南
西
部
の
早
川
・
石
田
川
流

域
の
下
流
部
で
、後
に
「
空
閑
の
郷
々
」と
呼
ば
れ
た

十
九
郷
の
範
囲
で
あ
ろ
う
。

一
一
五
七

義
重
、
開
発
私
領
を
花
山
院
藤
原
忠
雅
家
へ
寄
進
し
、

下
司
職
に
補
任
さ
れ
る
。

一
一
七
○

こ
の
頃
、新
田
荘
は
旧
新
田
郡
全
域（
現
在
の
太
田
市
南
西
部
を

含
む
）に
拡
大
す
る
。

一
一
八
○

義
重
、鎌
倉
に
参
り
、源
頼
朝
陣
に
加
わ
る
。

一
一
九
三

頼
朝
、義
重
の
新
田
館
に
遊
覧
す
る
。

一
二
○
二

義
重
死
す
。
義
重
の
子
ど
も
に
、山
名
義
範
・
里
見
義
俊
・
新

田
義
兼
・
徳
川（
世
良
田
）義
季
・
額（
強
）戸
経
義
が
あ
り
、そ

の
子
孫
は
新
田
・
太
田
地
方
の
郷
村
に
土
着
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の

地
名
を
名
字
と
し
て
発
展
し
て
い
っ
た
。

一
二
二
一

承
久
の
乱
。
こ
の
年
、徳
川
義
季
、世
良
田
長
楽
寺
を
建
立
。

一
二
四
一

新
田
政
義
、囚
人
を
逐
電
さ
せ
、過
怠
料
を
取
ら
れ
る
。

一
二
四
四

新
田
政
義
、大
番
役
中
京
都
に
て
許
可
を
得
ず
し
て

出
家
し
、所
領
を
没
収
さ
れ
る
。

一
二
七
二

世
良
田
頼
氏
、幕
府
内
紛
に
巻
き
込
ま

れ
佐
渡
に
流
さ
れ
る
。

一
三
○
○

こ
の
頃
、
義
貞
生
ま
れ
る
。

一
三
三
三

５
・
８

義
貞
、生
品
神
社
で
旗
挙
げ
。

中
世
を
駆
け
抜
け
た

新
田
一
族
の
光
と
影
を
振
り
返
る

太
田
市
由
良
町
の
台
源
氏
館
、
新
田
町
反
町
の
反
町
館
、
榛
名
町
里

見
の
三
説
が
あ
る
が
、
確
定
は
さ
れ
て
い
な
い
。

一
口
メ
モ
　
義
貞
の
誕
生
地
は
ど
こ
？

新
田
荘
紀
行
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西
進
し
て
越
後
の
一
族
と
合
流
す
る
。

５
・
11

小
手
指
原
合
戦
。

５
・
12

久
米
川
の
合
戦
。

５
・
15

分
陪
河
原
の
合
戦
。

５
・
18

鎌
倉
包
囲
・
攻
撃
開
始
。

５
・
22

北
条
氏
滅
亡
・
鎌
倉
幕
府
陥
落
。
義
貞
、
鎌
倉
に
逗
留
。

一
三
三
五

11
・
19

足
利
尊
氏
追
討
の
た
め
東
海
道
を
下
る
。

12
・
５

手
越
河
原
で
足
利
直
義
と
戦
う
。

12
・
11

箱
根
竹
ノ
下
で
尊
氏
と
戦
う
。

一
三
三
六

１
・
８
　
大
渡
に
尊
氏
ら
足
利
軍
を
防
ぐ
。

１
・
27

比
叡
山
を
下
り
て
京
都
を
襲
撃
。

３
・
30

白
旗
城
を
囲
む
。

５
・
25

義
貞
は
和
田
岬
に
敗
れ
る
、楠
木
正
成
湊
川
に
戦
死
。

５
・
27

後
醍
醐
天
皇
を
護
衛
し
、叡
山
へ
。

８
・
20

賀
茂
糺
河
原
方
面
に
戦
い
破
れ
る
。

10
・
10

恒
良
親
王
を
奉
じ
て
越
前
に
下
る
。

10
・
11

越
前
木
ノ
目
峠
に
て
多
く
の
凍
死
者
を

出
す
。

10
・
13

敦
賀
に
着
き
、金
ヶ
崎
城
に
入
る
。

一
三
三
七

３
・
６

金
ヶ
崎
城
落
城
、
義
貞
杣
山
城
へ
脱
出
。

一
三
三
八

２

越
前
国
府
を
攻
略
。

５
・
２

黒
丸
城
を
囲
む
。

閏

７
・
２

義
貞
、
藤
島
荘
灯
明
寺
畷
に
戦
死
。

一
三
四
二

義
貞
の
弟
義
助
病
死
。

新田氏系図



反
町
館
、
安
養
寺
館
（
明
王
院
境
内
）、
新
田
館
（
総
持
寺
境
内
）、

台
源
氏
館
な
ど
義
貞
の
館
と
伝
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
四
ヶ
所
あ
る

が
、
決
定
的
な
根
拠
は
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
鎌
倉
攻
め
に
旅
立

っ
て
以
降
、
再
び
故
郷
の
地
に
戻
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

一
口
メ
モ
　
義
貞
の
居
館
は
ど
こ
？

時
の
流
れ
を
越
え
て
、今
、

語
り
か
け
て
く
る
新
田
一
族
の
夢
の
跡

１
円
福
寺
境
内

新
田
氏
四
代
政
義
が
開
基
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
円
福
寺
。
境
内
に
は
新
田
氏
累
代

の
墓
と
伝
え
ら
れ
る
凝
灰
岩
で
で
き
た
二
十
基
ほ
ど
か
ら
な
る
石
層
塔
・
五
輪
塔

群
が
ほ
ぼ
完
全
な
形
で
残
存
し
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
南
か
ら
二
番
目
の
五
輪
塔

地
輪
部
に
は
彫
り
の
深
い
薬
研
彫
で
「
沙
弥
道
義
七
十
二
逝
去
元
亨
四
年
（
一
三

二
四
）
甲
子
六
月
十
一
日
巳
時
」
の
銘
文
が
あ
り
「
ア
」
の
梵
字
が
見
ら
れ
ま
す
。

沙
弥
道
義
は
義
貞
の
祖
父
基
氏
の
法
名
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

M
A

P[C
-3

]

２
十
二
所
神
社
境
内

円
福
寺
本
堂
の
西
側
、
茶
臼
山
古
墳
後
円
部
墳
頂
近
く
に
あ
る
十
二
所
神
社
。
本

殿
内
に
は
三
十
セ
ン
チ
弱
の
木
彫
り
一
木
造
り
の
十
六
体
の
神
像
が
安
置
さ
れ
て

お
り
、
う
ち
五
体
の
神
像
に
正
元
元
年
（
一
二
五
九
）
の
銘
が
あ
り
ま
す
。
創
建

さ
れ
た
時
代
は
不
明
で
す
が
、
付
近
に
散
在
し
た
十
二
の
末
社
を
本
寺
の
円
福
寺

に
寄
せ
一
社
と
し
た
際
、
各
寺
の
本
尊
を
一
ヶ
所
に
合
祀
し
て
十
二
所
神
社
と
称

し
た
と
い
う
伝
承
も
あ
り
ま
す
。

M
A

P[C
-3

]

３
総
持
寺
境
内

総
持
寺
は
、
新
田
館
跡
の
一
角
に
建
て
ら
れ
た
寺
で
、
別
名
「
館
の
坊
」
と
も
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
中
世
の
二
条
の
堀
跡
と
掘
立
柱
建
物
、
井
戸
跡
な
ど
が
検
出
さ

れ
、
居
住
者
は
、
そ
の
規
模
か
ら
新
田
一
族
の
総
領
家
ク
ラ
ス
で
あ
る
こ
と
は
間

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
新
田
義
重
の
居
館
説
、
義
重
の
孫
で
本
宗
家
新
田
政
義
の
失

脚
後
一
時
期
新
田
氏
を
代
表
し
た
世
良
田
頼
氏
居
館
説
、
義
貞
居
館
説
な
ど
の
諸

説
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
江
戸
時
代
に
は
真
言
宗
の
学
問
所
と
し
て
三
十
六
ヶ
所

も
の
末
寺
等
を
有
し
て
い
ま
し
た
。

M
A

P[D
-1

]
４
長
楽
寺
境
内

新
田
義
重
の
子
徳
川
（
世
良
田
）
義
季
を
開
基
と
し
、
日
本
臨
済
宗
の
祖
栄
西
の

高
弟
釈
円
房
栄
朝
を
開
山
と
し
て
承
久
三
年
（
一
二
二
一
）
に
創
建
さ
れ
た
東
日

本
最
初
の
禅
寺
。
創
建
当
時
は
、
常
時
五
百
人
を
超
え
る
学
僧
が
止
宿
し
て
研
学

修
業
に
励
ん
だ
と
言
わ
れ
、
そ
の
中
に
は
入
宋
し
た
僧
も
多
く
、
日
本
仏
教
史
に

重
要
の
地
歩
を
占
め
ま
し
た
。
徳
川
家
康
が
関
東
入
国
後
、
祖
先
の
寺
と
し
て
重

視
し
、
天
海
僧
正
を
住
職
に
任
じ
天
台
宗
と
な
り
ま
し
た
。

M
A

P[D
-1

]

５
東
照
宮
境
内

長
楽
寺
住
職
天
海
僧
正
の
発
願
に
よ
り
、
日
光
か
ら
長
楽
寺
境
内
に
勧
請
さ
れ
た

M
A

P[D
-1

]

新
田
荘
紀
行
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７
生
品
神
社
境
内

元
弘
三
年
（
一
三
三
三
）
五
月
八
日
、
新
田
義
貞
が
挙
兵
し
た
地
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
生
品
神
社
。
弟
脇
屋
義
助
を
は
じ
め
集
結
し
た
新
田
一
族
は
お
よ
そ
百
五
十

騎
。
正
面
に
あ
る
大
鳥
居
の
左
手
に
は
挙
兵
の
際
に
陣
を
と
っ
た
と
さ
れ
る
床
几

塚
、
神
社
境
内
の
手
前
に
は
旗
挙
げ
塚
、
社
殿
前
に
は
軍
旗
を
挙
げ
た
と
い
わ
れ

る
朽
ち
折
れ
た
椚
の
ご
神
木
が
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
五
月
八
日
に
は
氏
子

た
ち
に
よ
り
鏑
矢
祭
が
行
わ
れ
、
勇
壮
な
一
族
の
姿
が
再
現
さ
れ
ま
す
。

M
A

P[B-2
]

９
江
田
館
跡

義
貞
と
と
も
に
挙
兵
、
鎌
倉
で
は
極
楽
寺
坂
口
攻
め
の
大
将
と
し
て
活
躍
し
た
江

田
行
義
の
館
と
伝
え
ら
れ
る
江
田
館
跡
。
東
西
約
八
十
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
百
メ

ー
ト
ル
の
堀
と
土
塁
が
四
方
を
囲
み
、
東
西
両
側
の
中
央
部
に
折
り
（
屈
曲
）
を

持
っ
て
い
ま
す
。
行
義
は
、
新
田
義
重
の
子
義
季
の
子
孫
で
、
鎌
倉
攻
め
の
後
、

備
後
国
に
逃
れ
姓
を
「
守
下
」
に
改
称
。
そ
の
後
、
十
代
後
の
子
孫
大
善
の
時

（
文
禄
年
間
）
に
先
祖
の
地
に
移
り
住
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

M
A

P[C
-1

]

８
反
町
館
跡

現
在
も
堀
に
水
を
た
た
え
、
か
つ
て
の
館
の
面
影
を
残
す
反
町
館
跡
は
、
新
田
荘

に
お
け
る
中
世
の
代
表
的
な
平
城
。
義
貞
が
成
人
後
、
居
住
し
た
と
の
説
が
あ
り
、

ま
た
市
野
井
氏
あ
る
い
は
大
館
氏
の
館
跡
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
で
は
、

照
明
寺
の
境
内
と
な
り
、
反
町
薬
師
と
し
て
毎
年
一
月
四
日
に
は
大
勢
の
人
出
で

賑
わ
い
ま
す
。
本
堂
裏
に
は
、
義
貞
の
逸
話
を
伝
え
る
「
鳴
か
ず
の
池
」
と
室
町

時
代
の
造
園
と
さ
れ
る
日
本
庭
園
が
あ
り
ま
す
。

M
A

P[C
-2

]

10
重
殿
水
源

現
在
、
南
北
三
十
メ
ー
ト
ル
、
東
西
十
メ
ー
ト
ル
の
池
と
な
っ
て
お
り
、
周
囲
は

石
垣
に
固
め
ら
れ
て
往
時
の
面
影
は
あ
り
ま
せ
ん
。
元
亨
二
年
（
一
三
二
二
）、

大
館
宗
氏
と
岩
松
政
経
が
「
一
井
郷
沼
水
」
か
ら
流
れ
る
用
水
を
巡
っ
て
争
っ
た

こ
と
が
史
料
に
あ
り
、
こ
の
「
一
井
郷
沼
水
」
が
重
殿
水
源
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

荘
園
経
営
に
と
っ
て
「
湧
水
」
が
重
要
な
存
在
だ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

M
A

P[B-2
]

11
矢
太
神
水
源

今
も
湧
水
点
で
自
噴
現
象
が
見
ら
れ
、
南
に
は
沼
が
広
が
る
矢
太
神
水
源
。
石
田

川
の
源
流
で
あ
り
、
新
田
荘
の
開
発
の
礎
と
な
っ
た
湧
水
。
周
辺
に
は
四
千
年
前

の
縄
文
時
代
の
遺
跡
が
あ
り
、
ま
た
雨
の
少
な
い
と
き
、
御
輿
を
沼
に
入
れ
て

「
雨
乞
い
」
す
る
風
習
が
今
も
残
る
な
ど
、
深
く
て
古
い
「
水
」
と
の
関
わ
り
を

表
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
水
源
に
は
ニ
ホ
ン
カ
ワ
モ
ズ
ク
な
ど
の
珍
し
い
植
物
が

自
生
し
て
お
り
、
貴
重
な
自
然
を
残
す
数
少
な
い
場
所
。

M
A

P[B-2
]

神
社
が
東
照
宮
で
す
。
三
代
将
軍
家
光
が
日
光
東
照
宮
を
改
築
し
た
際
、
徳
川
氏

祖
先
の
地
・
世
良
田
に
旧
奥
社
の
拝
殿
と
宝
塔
が
移
築
さ
れ
ま
し
た
。
桃
山
時
代

の
建
築
様
式
を
よ
く
遺
す
拝
殿
、
巣
籠
も
り
の
鷹
が
有
名
な
本
殿
を
は
じ
め
、
近

世
初
期
の
文
化
財
が
豊
富
。
境
内
に
は
、
長
楽
寺
に
関
わ
る
中
世
遺
構
と
し
て
法

照
禅
師
月
船
深
海
塔
所
並
び
に
普
光
庵
跡
や
真
言
院
井
戸
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

６
明
王
院
境
内

か
つ
て
の
安
養
寺
館
の
跡
で
あ
り
、
安
養
寺
殿
と
呼
ば
れ
た
新
田
義
貞
の
居
館
跡

と
も
推
定
さ
れ
る
明
王
院
。
現
在
、
不
動
堂
に
は
二
体
の
不
動
明
王
が
納
め
ら
れ
、

そ
の
一
つ
、
約
五
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
白
金
製
の
も
の
は
、
義
貞
鎌
倉
攻
め

の
際
、
山
伏
に
化
身
し
て
越
後
方
面
の
新
田
一
族
に
一
夜
に
し
て
触
れ
ま
わ
っ
た

と
い
う
「
新
田
触
不
動
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
境
内
に
は
江
戸
時

代
建
立
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
極
め
て
珍
し
い
「
千
体
不
動
尊
」
が
あ
り
ま
す
。

M
A

P[D
-2

]

７

11

８

４

６

９

10



義
貞
の
戦
歴
の
中
で
も
最
も
有
名
な
稲
村
ヶ
崎
の
戦
い
。
兵
を
三
方
に
分
け

て
の
鎌
倉
攻
め
、
義
貞
は
中
軍
を
率
い
て
化
粧
坂
に
向
か
う
。
義
貞
は
引
き

潮
を
利
用
し
て
稲
村
ヶ
崎
の
遠
干
潟
を
わ
た
り
、
北
条
軍
の
不
意
を
つ
い
た
。

義
貞
が
自
ら
の
宝
刀
を
投
げ
入
れ
て
引
き
潮
を
導
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

一
口
メ
モ
　
義
貞
と
稲
村
ヶ
崎
の
奇
襲

「
義
貞
の
隠
し
湯
」伝
説
を
し
の
び

や
ぶ
塚
温
泉
郷
で
く
つ
ろ
ぐ

新
田
荘
紀
行

N I T T A  N O  S H O

天
智
天
皇
の
時
代
に
行
基
上
人
に
よ
り
発
見
さ
れ
た
と
い
う

古
い
歴
史
が
、
こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
温
泉
街
に
な
ん
と
も
い
わ

れ
ぬ
深
み
を
感
じ
さ
せ
る
「
や
ぶ
塚
温
泉
郷
」。
義
貞
が
鎌
倉

攻
め
の
折
り
、
傷
つ
い
た
兵
を
こ
こ
で
療
養
さ
せ
た
こ
と
か
ら

「
新
田
義
貞
の
隠
し
湯
」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ゆ
っ
た
り

と
し
た
丘
陵
の
中
、
周
囲
に
は
ま
だ
豊
か
な
自
然
が
残
り
、
そ

の
空
気
感
が
醸
し
出
す
の
は
、
数
々
の
歴
史
や
伝
説
の
面
影
。

千
年
以
上
も
絶
え
る
こ
と
の
な
い
豊
富
な
湯
量
に
加
え
、
無

色
透
明
の
さ
ら
っ
と
し
た
重
曹
泉
は
肌
を
す
べ
す
べ
に
し
、
ま

た
肝
臓
の
働
き
を
活
発
に
す
る
こ
と
か
ら
肝
臓
の
湯
と
も
言
わ

れ
、
女
性
に
も
男
性
に
も
嬉
し
い
効
能
を
持
つ
の
が
魅
力
的
。

温
泉
街
に
は
、
温
泉
神
社
や
「
木
枯
紋
次
郎
」
で
有
名
な
三

日
月
村
、
ス
ネ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
な
ど
数
多
く
の
史
跡
や
名
所
が

点
在
。
新
田
荘
を
探
訪
し
た
際
に
は
、
ぜ
ひ
立
ち
寄
り
た
い
温

泉
で
す
。

やぶ塚温泉郷全景



建
武
三
年
（
一
三
三
六
）、
後
醍
醐
天
皇
か
ら
「
天
下
第
一
」
と
言

わ
れ
た
女
性
、
匂
当
内
侍
を
賜
っ
た
義
貞
。
獄
門
に
か
け
ら
れ
た
義

貞
の
首
を
密
か
に
持
ち
帰
っ
て
、
比
丘
尼
と
な
り
菩
提
を
弔
っ
た
と

伝
え
ら
れ
る
匂
当
内
侍
の
墓
「
花
見
塚
」
が
尾
島
町
に
あ
る
。

一
口
メ
モ
　
義
貞
と
匂
当
内
侍

豊
か
な
自
然
と
郷
土
の
心

新
田
荘
の
香
り
を
感
じ
て
く
だ
さ
い

新
田
荘
紀
行

N I T T A  N O  S H O

日
本
酒
・
ビ
ー
ル

新
田
荘
に
数
多
く
存
在
す
る
湧
水
。

ま
さ
に
日
本
酒
や
ビ
ー
ル
の
醸
造
に

ぴ
っ
た
り
。
地
酒
や
地
ビ
ー
ル
を
お

土
産
に
ぜ
ひ
。

尾
島
・
新
田
地
区
の

特
別
栽
培
農
産
物

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
フ
レ
ッ
シ

ュ
＆
ク
リ
ー
ン
野
菜
の
生
産
」。
キ
ュ

ウ
リ
、
ト
マ
ト
な
ど
で
実
施
し
て
い

る
減
科
学
肥
料
栽
培
を
は
じ
め
、
群

馬
県
下
で
も
い
ち
早
く
環
境
保
全
型

農
業
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
環

境
へ
の
や
さ
し
さ
と
昔
か
ら
の
伝
統

的
な
技
術
を
融
合
、
安
全
な
野
菜
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

紅
小
玉
ス
イ
カ

薮
　
本
町
名
産
の
紅
小
玉
ス
イ
カ
は

新
鮮
な
香
り
と
甘
さ
が
絶
品
。
そ
の

味
は
日
本
一
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

焼
き
ま
ん
じ
ゅ
う

ふ
っ
く
ら
し
た
歯
ご
た
え
に
、
何
と

も
言
え
な
い
香
ば
し
さ
、
上
州
名
物

「
焼
き
ま
ん
じ
ゅ
う
」。
新
田
荘
周
辺

に
も
数
多
く
の
お
店
が
あ
り
ま
す
。

や
ま
と
芋

日
本
一
の
生
産
を
誇
る
や
ま
と
芋
は
、

き
め
の
細
か
さ
、
粘
り
の
強
さ
が
自

慢
。
利
根
川
沿
岸
の
肥
沃
な
土
壌
の

た
ま
も
の
で
す
。

塚 



足利伊勢
崎線

足
利
千
代
田
線

太
田
大
間

々

線

太
田
桐
生
線

東武小泉線

東
武
伊
勢
崎
線

伊勢
崎線

じろえんばし 

さんまいばし 

おおた 

にらがわ 

りゅうまい 

こいずみ 
まち 

ひがし 
こいずみ 

やしゅうやまべ 

ほそや 

やままえ 

太田市役所 

太田小 

城西小 

太田警察署 

島之郷小 

太田女子高 

太田高 

関東学園大 

太田市立商高 
太田高等養護学校 

城西中 

強戸小 

旭小 

東中 
常磐高 

旭中 

休泊中 
休泊小 

太田工高 

太田東高 

韮川小 

韮川西小 

駒形小 
城東中 

毛里田小 

毛里田中 

北中 

太田東小 

中央小 

九合小 

西中 

南中 

南小 

宝泉東小 

沢野小 

館 

寺 
台源氏館跡 

脇屋館跡 

東光寺 

新田神社 
ぐんまこどもの国 

曹源寺さざえ堂 

丸山カタクリ群生地 

金山城跡 

金龍寺 

大光院 

高山神社 

女体山古墳 

浄光寺 塚廻り古墳群 

天神山古墳 

新田義貞公 
銅像 

新田義興墓 

岩松尚純の墓 

朝子塚古墳 

義国神社 

冠稲荷神社 

高山彦九郎宅跡 
高山彦九郎記念館 

50

122

407

354

N

延
元
三
年（
一
三
三
八
）、越
前
の
藤
島
城
の
攻
略
で
、義
貞
は
自
軍
の
応
援
に
駆
け

つ
け
よ
う
と
わ
ず
か
五
十
騎
で
出
発
。
途
中
、敵
三
百
騎
と
遭
遇
、燈
明
寺
畷
の
泥

田
の
中
で
足
を
と
ら
れ
動
け
な
く
な
っ
た
と
こ
ろ
を
、眉
間
に
矢
が
当
た
り
、落
馬
。

こ
れ
ま
で
と
悟
っ
た
義
貞
は
自
ら
首
を
切
り
落
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
享
年
38
歳
。

一
口
メ
モ
　
義
貞
の
最
期

太
平
記
の
昔
に
想
い
を
馳
せ
て

自
然
と
歴
史
の
宝
庫
、新
田
荘
を
巡
る

新
田
荘
紀
行

N I T T A  N O  S H O

3 4 5

「新田荘遺跡」めぐりバスツアー
太田市・尾島町・新田町・藪　本町観光連絡
協議会では、国指定史跡となった11ヶ所の寺
社や館跡などを巡る「新田荘遺跡」めぐりバスツ
アーを毎年開催します。やぶ塚温泉での温泉＆
昼食休憩タイムや、地元名産のお土産プレゼン
トなどお楽しみ盛りだくさん！ぜひご参加を。

問い合わせ■太田市役所商業観光課観光係　
tel.0276-47-1111
fax.0276-47-1881

塚 



利根川 

前橋館林線

大
間
々
尾
島
線

伊
勢
崎
深
谷
線

大
原
境
線

太田
境線

桐
生
新
田
線

伊勢崎新田線

　
　
　
　
東
武
桐
生
線

東武
伊

やぶづか 

さかいまち 

せらだ 

きざき 

佐波東村役場 

境町役場 

藪塚本町役場 

新田町役場 

尾島町役場 

木崎中 

木崎小 

宝泉南小 

生品中 生品小 

強戸中 強

宝泉中 

宝泉小 

太田西女子高 

綿打小 

新田暁高 

南小 

綿打中 

尾島小 

尾島中 

世良田小 

藪塚本町中 藪塚本町小 

北山古墳 やぶ塚温泉郷 

西山古墳 三日月村 

スネークセンター 

歴史民俗資料館

生品神社 

二ツ山古墳 

反町館跡 
円福寺

正法寺 

十二所神社 

江田館跡 

来迎寺 

旧来迎寺 
宝篋印塔 

矢止の松 

旧常楽寺石塔群 

木崎の色地蔵 

総持寺 
長楽寺 

縁切寺満徳寺 
資料館 

大館館跡 

義貞公駒つなぎの松 

匂当内侍の墓 

花見塚神社 
前島河岸 

浄蔵寺 

青連寺 

銅蔵 
明王院 

世良田東照宮 
東毛歴史資料館 

大通寺（冠掛の松） 

重殿水源 

矢太神水源 

354

17

354

0 2km

大光院
徳川家康が先祖とする新田義重の菩提を
弔うために建立したお寺。浄土宗関東十
八壇林の一つ。「子育て呑龍様」として
名高く、たくさんの参詣人で賑わってい
ます。

天神山古墳
全長210メートル、東日本最大の前方後
円墳。二重に巡らされた堀を含めると
355メートルにも及び、古代東国を支配
した上毛野氏の力の大きさが偲ばれま
す。国指定史跡。

満徳寺
鎌倉の東慶寺と並び日本に二つしかない縁
切寺。徳川家康の孫娘千姫にかかわる由緒
により、縁切寺の特権を持つようになりま
した。明治以後、廃寺になったが、本堂が
復元され、資料館が隣接しています。

東毛歴史資料館
古代からの東毛地域の歴史・文化に触れ
ることができる、質量ともに県下随一の
東毛歴史資料館。新田氏・徳川氏らにち
なむ資料なども多数展示しています。

矢止めの松
義貞が倒幕の旗挙げをする際、吉凶を占って放ったとされ
る矢がささった という伝承をもつ「矢止めの松」。同所に
は昭和13年に建てられた「新田義貞公矢止之松之碑」の石
碑があります。

三日月村
木枯紋次郎で有名な笹沢左保原作の小説の舞台
を再現したという三日月村。江戸時代後期の街
道、宿場、紋次郎生家、居酒屋、商家、名主屋敷、
茶屋、農村風景などを忠実に再現したもの。江
戸時代にタイムスリップすることができます。

二ツ山古墳
６世紀末から７世紀初頭の築造と推定される
２基の前方後円墳。そのうち一号墳は全長
74メートル、石室内は盗掘されたものの、
太刀、鈴、土器などの出土品は東京国立博物
館に保存されています。石室は見学可能。

スネークセンター
ニシキヘビやコブラ、ガラ
ガラヘビなど世界中から集
めた300種・10万匹の蛇を
見ることができる。研究セ
ンター、資料館、料理店な
ども併設されている。

1 2
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東
北
新
幹
線 

東
北
自
動
車
道 

東
武
伊
勢
崎
線 

世
良
田 木

崎 

至
長
野 

関
越
自
動
車
道 

上
越
新
幹
線 

宇都宮 

前橋 

太田 

藪塚 

足利 

桐生 

館林 

熊谷 

至新潟 至福島 

新田荘 
にったのしょう 

至東京 

JR両毛線 小山 

日光IC

至日光 

R120

R1
22

R122

R4
07

R1
7

R17バ
イ
パ
ス
 

R354

R50

R50

R4
07

佐野藤岡 
IC

東松山 
IC

花園IC

前橋 
IC

北関
東自
動車
道 
伊勢崎IC

沼田 
IC

渋川 
伊香保IC

館林IC

古河 

伊
勢
崎 

高崎IC
高崎 

1月
上旬 新春上州太田七福神めぐり（太田市）

4月
第2日曜日 東照宮神幸祭（尾島町東照宮）
28日～ 関東山野草展（太田市大光院、～5月5日）
29日 パイプ塚たばこ供養祭（藪　本町）

5月
8日生品神社鏑矢祭（新田町生品神社）

最終土曜日～ 太田市民さつき祭（太田市大光院、10日間）

7月
下旬 世良田祇園（尾島町八坂神社）

8月
中旬 やぶ塚祭り（藪　本町）

14日・15日 尾島ねぷたまつり（尾島町）
第2土曜日 新田まつり（新田町中央公共地区）
第4土曜日 太田市花火大会（渡良瀬川河川敷）

9月
中旬～ にった花トピア

（新田町、～10月第3日曜日）

10月
中旬 かかし祭り（藪　本町）
中旬 白蛇観音祭（藪　本町）

25日～ 関東菊花大会
（太田市大光院、～11月25日）

太田市
太田グランドホテル
太田市飯田町1370 tel.0276-46-1264
太田第一ホテル
太田市飯田町935-1    tel.0276-48-8555
ホテル古久三
太田市東本町28-8 tel.0276-22-2800
たんぼ旅館
太田市浜町20-6 tel.0276-46-0561
旅館まさとも
太田市末広町547-1    tel.0276-38-3558
ビジネスホテルアートプラザ
太田市西新町8-11 tel.0276-32-3488

藪　本町
ホテルふせじま
藪　本町藪　162    tel.0277-78-2321
今井館
藪　本町藪　162    tel.0277-78-2421
西山館
藪　本町藪　163    tel.0277-78-2678
藪塚館
藪　本町藪　211 tel.0277-78-2518
今屋
藪　本町藪　246 tel.0277-78-2318

新田町
プラザニッタ
新田町市野井479-1 tel.0276-57-1211

尾島町
ほていや旅館
尾島町尾島269-6 tel.0276-52-0242

交通のご案内
鉄道利用
東武伊勢崎線／浅草駅より特急電車で75分
JR高崎線／熊谷駅よりバスで約50分
車利用
関越自動車道／東松山ICより約50分
東北自動車道／館林ICより約40分
北関東自動車道／伊勢崎ICより約20分

【問い合わせ】
太田市ほか3町観光連絡協議会

太田市役所商業観光課
太田市浜町2-35 tel.0276-47-1111
http://www.city.ota.gunma.jp/
http://www.sss.ne.jp/otakanko/

尾島町役場産業観光課
尾島町大字粕川520 tel.0276-52-1511
http://www.town.ojima.gunma.jp/

新田町役場商工課
新田町大字金井29 tel.0276-57-1111
http://www.town.nitta.gunma.jp/

藪　本町役場経済課
藪　本町大字大原661-1 tel.0277-78-2111
http://www.town.yabuzuka.gunma.jp/

宿泊施設一覧
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